
日時  平成26年７月３日（木）10：00～

場所  久慈地区合同庁舎6階第４会議室
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※管内報道機関との定例懇談会（６月）の開催日時及び場所（予定）
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　　場所：久慈地区合同庁舎６階　第４会議室
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管内報道機関との定例懇談会（７月）懇談項目 

 項     目 担 当 部 ポイント 

１ 
北いわて 北三陸Ｗｅｂマーケティ

ング広告・広報研修の開催について 
経 営 企 画 部 

企業、団体、市町村等を対象としたWeb広告・広報の考

え方や手法について学び考える研修会を、7/23・24に開

催します。 

２ 
「復興の現場見学会」の開催につい

て 
経 営 企 画 部 

住民や関係団体の方々に、東日本大震災津波からの早期

の復旧復興に向けた取組状況について理解を深めてもら

うため、7/27に野田村で現場見学会を開催します。 

３ 
平成 25 年度県税収入決算額につい

て 

経 営 企 画 部 

県 税 室 

H25の県北局の県税決算額は51億783万円で、主に復興

需要関連により法人事業税が前年を上回るなど、対前年

比4.9％の増となりました。 

４ 

久慈地域傾聴ボランティア「こころ」

への（財）キリン福祉財団助成金贈

呈式の開催について 

保健福祉環境部 

久慈地域傾聴ボランティア「こころ」が、キリン福祉財

団の公募事業に採択され、助成金30万円が交付されるこ

とから、7/24に贈呈式を行います。 

５ 
中学生を対象とした医療現場体験会

の開催について 
保健福祉環境部 

中学生を対象に、医師等の職業の重要性について理解し

てもらうことを目的に、8/5 に医療現場体験会を開催し

ます。 

６ 
主要農作物の生育状況について 

（平成26年７月１日現在） 
農業改良普及室 

水稲は梅雨の影響で生育がやや停滞したものの概ね順調

な生育です。また、ほうれんそうの生育は概ね順調で、

出荷量・販売単価も昨年並みに経過しています。 

７ 
平成 26 年度宿戸ウニ直売会の開催

結果について 
水 産 部 

宿戸ウニ直売会（5/3・4 開催）の売上金額は 14,123 千

円と前年度並みとなり、リピーターも多かった一方、商

品が売り切れてしまう等の課題も明らかになりました。 

８ 
「親子で久慈港津波防災探検隊」の

開催について 
土 木 部 

主に小学生の子供を持つ親子を対象に、久慈港の防潮堤

工事の見学や陸閘の操作体験を通じて津波防災教育を行

うイベントを、7/27に開催します。 

９ 

平成26年度道の日イベント「塩のみ

ち～久慈市山形町平庭～」の開催に

ついて 

土 木 部 

久慈・二戸地域の道交流を通じ、道路愛護精神の啓発を

図るため、道の日イベントとして、バス＆ウォーキング

ツアーを8/8に開催します。 

    

 【その他配付資料】 

・ 月間行事予定表（平成26年７月～８月上旬） 

・ がんばろう東北！洋野町種市Ｂ＆Ｇ海洋センター落成式・Ｂ＆Ｇ海洋体験交流会 

・ たねいちウニまつり 

・ ひろのＵＮＩカップビーチバレーフェスタ2014 

 



報道機関懇談会資料（2014/7/3） 県北広域振興局 

懇談項目１ 
北いわて 北三陸Ｗｅｂマーケティング広告・広報研修の開催について 

（経営企画部）  

 

ＩＴ普及率の向上に伴う消費者行動の変化等を背景として、Ｗｅｂでの情報発信活動が必 

要不可欠となっていることから、改めて、管内企業、団体、市町村及び局職員を対象とした

情報発信力の向上や顧客創出とともに、地域全体の振興に繋がる Web 広告・広報の考え方や

手法について学び考える研修会を開催します。 

 

１ 日 時 

 ≪久慈地区≫平成 26年７月 23日（水）16:00 ～ 18:00 

 ≪二戸地区≫平成 26年７月 24日（木）14:00 ～ 16:00 

 

２ 場 所 

 ≪久慈地区≫久慈地区合同庁舎６階大会議室（久慈市八日町１－１） 

 ≪二戸地区≫二戸市シビックセンター２階カルチャールーム（二戸市石切所荷渡６－２） 

  

３ 内 容 

(1) 講  義〔第１部 40分・第２部 40 分、休憩５分、質疑応答 15 分 計 100 分〕 

   「Ｗｅｂマーケティングの活用って何？ 
効果と活用方法について『まがりや.net』での事例」 

   □ 講 師 株式会社ホップス 代表取締役社長 工藤 昌代氏 
□ 講義内容 Web サイトを活用した広告広報による顧客創出について、技術的手法のほ 

か、付加価値を高める伝え方などについて講義 

 

 (2) 取組紹介〔各５分程度〕 

  □ 県北広域振興局のソーシャルメディアによる情報発信活動について 

  ≪久慈地区≫ 

三陸復興 facebook，三陸チャンネル，イーハトーブログ（経営企画部） 

   久慈地域海の幸ＰＲ協議会ＨＰ・facebook（水産部） 

  ≪二戸地区≫ 

カシオペア連邦おもてなし課 facebook,イーハトーブログ（二戸地域振興センター） 

 

 ※ 研修内容の詳細については、別添開催要領及びチラシをご参照願います。 

 

 

 

 

 担当：経営企画部企画推進課 平井 省三 

電話：0194-53-4981 内線 315 



平成26年度 北いわて情報発信事業 Webマーケティング広告・広報研修開催要領 

    

１１１１    趣趣趣趣    旨旨旨旨                                                                                                                                                        

IT普及率の向上に伴う消費者行動の変化等を背景としてWebによる宣伝力が高まっており、企業の

みならず地域のプロモーション活動において、Webサイト（facebookやブログなどのソーシャルメデ

ィアを含む。）での情報発信活動（Webマーケティング）が必要不可欠となっている。 

このような昨今の状況を鑑み、管内企業、団体、市町村及び局職員を対象として、各企業等の情報

発信力の向上や顧客創出とともに、地域全体の振興に繋がるWeb広告・広報の考え方や手法について

学び考える研修会を開催する。 

    

２２２２    開催日時及び場所開催日時及び場所開催日時及び場所開催日時及び場所                                 

 日 時：平成 26 年７月 23 日（水）16:00～18:00（久慈地区） 

平成 26 年７月 24 日（木）14:00～16:00（二戸地区） 

 場 所：久慈地区）久慈地区合同庁舎６階大会議室（久慈市八日町１－１） 

二戸地区）二戸市シビックセンター２階カルチャールーム（二戸市石切所荷渡６−２） 

    

３３３３    内内内内    容容容容                                                                                                                                                        

    (1) 講 義〔第１部 40 分・第 2 部 40 分、休憩 5 分、質疑応答 15 分、計 100 分〕 

  「Webマーケティングの活用って何？効果と活用方法について『まがりや.net』での事例」 

  講  師：株式会社ホップス 代表取締役社長 工藤 昌代 氏 

  講義内容：Web サイトを活用した広告広報による顧客創出について、技術的手法のほか、付加価値

を高める伝え方などについて講義 

 

(2) 取組紹介〔各５分程度〕 

  県北広域振興局のソーシャルメディアによる情報発信活動について 

□三陸復興 facebook、三陸チャンネル、イーハトーブログ（久慈） 

□久慈地域海の幸 PR 協議会 HP・facebook（久慈） 

□カシオペア連邦おもてなし課 facebook、イーハトーブログ（二戸） 

紹介者：経営企画部・水産部 

 

４４４４    参加対象参加対象参加対象参加対象                                                                                                                                                    

        管内事業者、各団体職員、市町村及び局職員（復興応援隊等の派遣職員を含む。） 

 

５５５５    参加申込み参加申込み参加申込み参加申込み                                                                                                                                             

「北いわて情報発信事業 Web マーケティング広告・広報研修」の参加希望者は、別添参加申込書

に必要事項を記入のうえ、事務局までお申込みください（FAX,E-mail可）。 

定員になり次第締め切らせていただきます。 

                            申込み期限：平成 26 年７月 17 日(木) 

    

６６６６    主催・事務局（問合せ先）主催・事務局（問合せ先）主催・事務局（問合せ先）主催・事務局（問合せ先）                                                                                                                    

主 催：県北広域振興局 

事務局：県北広域振興局経営企画部企画推進課（担当：長澤） 

  T E L：0194-53-4981 FAX：0194-53-1720 E-mail：aki-nagasawa@pref.iwate.jp 

 



■ 講師略歴 

工藤 昌代（くどう まさよ） 

 

○株式会社 ホップス（本社盛岡市・H8年設立）代表取締役社長  

  (Web システムの開発、Webコンテンツのデザイン、Webショップの運営) 

  ・「まがりや.net（県産品ネットショップ）」 

・「YELL NIPONN(沿岸被災事業者情報発信サイト)」 

・「協同体型ショッピングモール構築パッケージ モリオカート 

（Web システムのパッケージ販売）」等 

○第 17期岩手県総合計画審議会委員 

○第 18回ニュービジネス大賞表彰制度 東北アントレプレナー大賞を受賞（東北ニュービジネス協

議会主催・H22年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



                                     別 紙 
 

北いわて北いわて北いわて北いわて    北三陸北三陸北三陸北三陸 WebWebWebWeb マーケティング広告・広報研修マーケティング広告・広報研修マーケティング広告・広報研修マーケティング広告・広報研修    参加申込書参加申込書参加申込書参加申込書    

【平成 26 年度 北いわて情報発信事業】 

 

県北広域振興局経営企画部企画推進課宛て 

 

所属名（社名・団体名、市町村名等）：              

 

 ※平成※平成※平成※平成 26262626 年７年７年７年７月月月月 17171717 日（木）までにお申込み願います。日（木）までにお申込み願います。日（木）までにお申込み願います。日（木）までにお申込み願います。    

 

事  務  局 ：県北広域振興局経営企画部企画推進課 

F A X 番 号 ：0194－53－1720 

電 話 番 号 ：0194－53－4981 

メールアドレス：aki-nagasawa@pref.iwate.jp 

 

 氏 名 部署名 職名 電話番号 メールアドレス 
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北いわて 北三陸  
Webマーケティング広告・広報研修 

  講 師   

講 義   
「Webマーケティングの活用って何？ 
  効果と活用方法について『まがりや.net』での事例」 

 Ｗｅｂを使って地域のイイモノをもっと！ 

  

“着地型情報発信”に取り組む女性社長ならではの視点でアドバイス。 

久慈会場：平成26年７月23日（火）16:00 ～ 18:00  

二戸会場：平成26年７月24日（水）14:00 ～ 16:00  
久慈地区合同庁舎６階大会議室  

二戸市シビックセンター2階 カルチャールーム  

久慈市八日町１－１  

二戸市石切所荷渡６－２  

   ・「まがりや.net」,「YELL NIPONN」等のWebサイトを運営 
   ・ 第18回 東北アントレプレナー大賞受賞 

 Webによる商売、地域情報発信、コミュニケーションが欠かせない時代。  

 Webを使った顧客創出、ファンづくりのための広告・広報に必要なこととは？ 

 食産業事業者、農林水産・商工観光関係団体、市町村職員などの方を対象にWeb  

   マーケティング広告・広報研修を開催します。 

日時・場所  

研 修 内 容 

主  催 ： 

取組紹介 
県北広域振興局で取り組むソーシャルメディアによる情報発信活動を紹介 

参 加 申 込 み 
  別紙参加申込書に必要事項をご記入のうえ、事務局までお申込み願います。 

事 務 局 ： 

株式会社ホップス(盛岡市)代表取締役社長 工藤 昌代 氏 

問合せ先： 

H26年度 県北広域振興局 北いわて情報発信事業  

申込期限 7/17（木）定員になり次第締め切らせていただきます。 

岩手県県北広域振興局経営企画部 

岩手県県北広域振興局経営企画部企画推進課 
0194-53-4981 

女性経営者 
  女性職員   
参加大歓迎！ 



報道機関懇談会資料（2014/7/3） 県北広域振興局 

懇談項目２ 
「復興の現場見学会」の開催について 

（経営企画部）  

県北広域振興局では、東日本大震災津波からの早期の復旧復興に向けた県北地域の取組状

況について、久慈･二戸地域の住民の方々や関係する団体の方々の理解を深めていただき、地

域が一体となった復興の推進に寄与することを目的に「復興の現場見学会」を野田村におい

て開催します。参加費は無料で、現在参加者を募集中です。 

 

■開催日 

 平成 26年 7 月 27 日（日）※雨天決行、荒天の場合は中止 

■見学内容 

 ① 震災の教訓と大津波の脅威を語り継ぐ「震災ガイド」による震災学習 

② 城内地区高台造成工事、災害公営住宅及び防潮堤建設工事等の現場見学 

③ 400 年以上の伝統を誇る「のだ塩工房」の見学 

※ 見学内容は変更になることがあります。 

■集合時間と集合場所 

 当日は、久慈地区合同庁舎及び二戸地区合同庁舎からそれぞれ見学会専用のチャータ

ーバスを用意します。 

・二戸地区合同庁舎（二戸市石切所荷渡 6-3） 12 時 50 分出発 

・久慈地区合同庁舎（久慈市八日町 1-1）   14 時 00 分出発 

■募集定員 

 二戸、久慈地区出発それぞれ先着 20 名（合計 40名）。 

■申込期間 

 平成 26 年 7 月 23 日（水）まで 

※ただし、申込者数が定員になり次第締切とさせていただきます。 

■申込み・お問い合わせ先 

 岩手県県北広域振興局経営企画部復興推進課  

☎ 0194-53-4981 （内線 356） 

 

  

 

担当：経営企画部復興推進課 平井 省三 

電話：0194-53-4981 内線 315 



報道機関懇談会資料（2014/7/3）                                                                         県北広域振興局    

懇談項目３ 
平成25年度県税収入決算額について 

（経営企画部 県税室）  

 

平成 25 年度の県北広域振興局の県税決算額は 51 億 783 万円余で、平成 24 年度決算額 48 億

7,067万円余に対し2億 3,716万円余の増（対前年比4.9％の増）となりました。 

 

１ 県北本局の概要 

 ⑴ 県税決算額 

平成25年度 約 27億 1,157万円 

   平成 24年度 約 24億 3,625万円に対して、2億 7,532万円の増 

 ⑵ 収入未済額 

   平成25年度 約 1億 1,361万円 

   平成 24年度 約 1億 1,857万円に対して、496万円の減 

 ⑶ 収入歩合 

   平成25年度 95.73％ 

   平成 24年度 95.04％に対して、0.69ポイントの増 

 

２ 県北広域振興局の概要 

 ⑴ 県税決算額 

平成25年度 約 51億 783万円 

   平成 24年度 約 48億 7,067万円に対して、2億 3,716万円の増 

 ⑵ 収入未済額 

   平成25年度 約 2億 1,110万円 

   平成 24年度 約 2億 629万円に対して、481万円の増 

 ⑶ 収入歩合 

   平成25年度 95.80％ 

   平成 24年度 95.69％に対して、0.11ポイントの増 

 

 平成 25 年度の決算額は、前年度決算額に対して法人事業税が 110,367 千円の増となるなど、

殆どの税目で前年を上回りました。要因としては、主に復興需要関連によるものとみています。 

 

〈県北本局における税目別の前年度決算額に対する増減額〉        （単位：千円） 

昨年度決算額を上回った税目・税額 昨年度決算額を下回った税目・税額 

個 人 県 民 税 １０５，１３６ 軽 油 引 取 税 ▲１２，７３２ 

法 人 事 業 税 １１０，３６７ 自 動 車 税 ▲ ９，２２７ 

法 人 県 民 税 １９，７８８ そ の 他 ▲ １，２７９ 

個 人 事 業 税 １２，４５２   

不 動 産 取 得 税 ５０，８１８   

計 ２９８，５６１ 計 ▲ ２３，２３８ 

差差差差        引引引引                    ２億２億２億２億７，５３２７，５３２７，５３２７，５３２万円の増万円の増万円の増万円の増    

 

 担当：経営企画部県税室 下尻 房男 

電話：0194-53-4986 内 238 



報道機関懇談会資料（2014/7/3） 県北広域振興局 

懇談項目４ 

久慈地域傾聴ボランティア「こころ」への（財）キリン福祉財団助成金贈

呈式の開催について 

（保健福祉環境部/久慈保健所）  

 

 悩みを抱える方に寄り添い、住民同士が支えあう地域づくりを目指して無償で活動してい

る久慈地域傾聴ボランティア「こころ」が、このたび、キリン福祉財団が公募した平成 26年

度キリン・シルバー「力」応援事業において、助成金 30 万円の交付を受けることに決定し、

下記のとおり贈呈式が行われることとなりました。 

 

１ 贈呈式について 

(1) 日 程  平成 26 年 7 月 24 日（木）9：30～10：00 

 (2) 会 場  久慈地区合同庁舎 １階健康増進室 

 (3) 内 容  助成金 30 万円の目録贈呈式と情報交換（会の活動紹介） 

 (4) 贈呈者  公益財団法人 キリン福祉財団 参与ほか 

 (5) 出席者  久慈地域傾聴ボランティア「こころ」会長、ほか会員 20 名程度 

 (6) 特記事項 助成事業が開始されて４年目 今年度の交付は、岩手県内３団体のみ 

     【他団体 岩手県大槌復興支援団体サンガ岩手、認知症サポーターズは

なみずきの会（大船渡）】 

 

２ 久慈地域傾聴ボランティア「こころ」について 

平成 18 年度に久慈保健所が実施した傾聴ボランティア養成講座修了生が中心となり、県

下第１号の傾聴ボランティア組織として設立され、以後活動を続けている。 

■活動モットー：身近な所で、住民同士が気づき、つながり、見守る地域づくりを進め

ていこう 

■会員数   ：95 人 

■主な活動内容：介護保健施設や傾聴サロンでの傾聴活動や高齢者宅への傾聴訪問、こ

ころの相談の開設、傾聴に関する住民向け講演会等の開催、久慈地域

メンタルヘルス・サポートネットワーク連絡会への参加、会員のスキ

ルアップ研修、情報交換など 

 

 

 

担当：保健福祉環境部保健課 阿部裕子 

電話：0194-53-4987  内線 246 



報道機関懇談会資料（2014/7/3） 県北広域振興局 

懇談項目５ 
中学生を対象とした医療現場体験会の実施について 

（保健福祉環境部/久慈保健所）  

 

 久慈保健所管内の医師、看護師等の医療従事者の不足が深刻化する中、中学生を対象に病

院での医療現場体験会を実施することにより、医師等の職業の重要性について理解を深めて

もらうことを目的として実施するものです。 

  

 現場体験に先立って、６月から７月の間に管内の八つの中学校で医師による出前講座を実

施しており、出前講座を受講した生徒の中で現場体験を希望する生徒が参加するものです。 

 

１ 日時 平成 26 年８月５日（火） 14 時～16 時 

２ 会場 岩手県立久慈病院（久慈市旭町第 10番地１番） 

３ 日程 

 

   

 

 

 

 

 

（昨年度の様子） 

13：50～14：00 

14：00～14：15 

14：15～14：25 

14：30～15：50 

15：50～16：00 

参加生徒受付 

オリエンテーション 

病院の概要説明等 

病院内見学・医療機器等使用体験 

閉会・アンケート記入 

担当：保健福祉環境部企画管理課 今野浩彦 

電話：0194-53-4987  内線 244 



報道機関懇談会資料（2014/7/3）  県北広域振興局 

懇談項目６    
主要農作物の生育状況について  

（平成 26年 7月 1 日現在）              （農業改良普及室） 

 

○水稲は梅雨の影響で生育がやや停滞したものの概ね順調な生育です。 

○ほうれんそうの生育は概ね順調です。出荷量・販売単価も昨年並みに経過しています。  

 

作物別の生育概況一覧 

作 物 名 生 育 概 況 備 考 

 

水 稲 

６月６日に東北北部が梅雨入りし日照が平年より少なかったた

め、水稲の生育は平年より１～３日程度の遅れとなっています。 

普及センターが設置している水稲生育診断圃の調査結果から、現

在の水稲生育状況は内陸海沿い地域ともに草丈は平年より長く、

葉色は濃くなっています。また、茎数は内陸地域で平年並～やや少

なめ、海沿いで平年並～多めとなっています。 

 

 

野 菜 

（ほうれ

んそう） 

6 月の出荷量は 1200-1400 箱前後で推移しており、昨年同時期並

となっています。販売単価も 90 円前後で推移し、昨年同時期並と

なっています。 

べと病、アブラムシ、スリップスが散見されており、注意情報を

発行し防除を呼びかけています。 

6 月下旬以降、夏品種への切り替え時期となっています。 

6 月 20 日にリーディングサポーター（LS）巡回と、良品生産へ向

けた出荷物品質検査が実施されました。また、土壌消毒支援班によ

る土壌消毒もはじまっています。 

ほうれんそう 1 箱

は 25袋入り（170g/

袋） 

 

花 き 

りんどうの草丈は 70～100cm 程度となり、早生種では側芽が発生

しました。６月中旬から下旬にかけて定植が行われました。病害虫

では、ハダニ類リンドウホソハマキの発生が多く、防除を呼びか

けています。 

スプレーギクの 8 月出荷作型は草丈 50～70cm 程度となり、６月

15 日前後から短日処理に入っています。９月出荷作型は６月 22 日

前後に定植となりました。病害虫では、アブラムシ類、アザミウマ

類の発生が増加しています。 

 

 

果 樹 

りんご：開花期間中は好天であったため結実は良好です。 

やまぶどう：開花盛期は平年（6/13）より 11 日程度早まりまし

た。生育が早まったため薬剤散布のタイミングを逃したと

の報告があります。 

 

 

その他 

特記事項 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

担当：農政部農業改良普及室 本田 純悦 

電話：0194-53-4989  内線 255 
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【これまでの気象概況】 

 気温は、５月第５半旬と６月第５半旬は平年並みですが、全体的に平年よりもやや高く推移していま

す。6/6 に入梅し、６月第２半旬以降は降雨が続き、降水量は平年よりも多く、日照時間も６月第２、

３半旬は少なく推移しています。ヤマセの吹走日数はこれまで月１～２日程度と例年より少なくなって

います。 



報道機関懇談会資料（2014/7/3） 県北広域振興局 

懇談項目７ 
平成２６年度宿戸ウニ直売会の開催結果について 

（水産部）  

 平成２６年度（第 10回）宿戸ウニ直売会（５月３、４日開催）の報告会が６月１８日に開

催されました。 

 売上金額は１４百万円と最高額となった前年度並みとなり、リピーターが８割を占めるな

ど地域イベントとして確実に定着したことが紹介された一方、行列の並び方が分かりづらい、

生ウニ、ホヤが売り切れてしまう等、来年度開催に向けて課題も明らかとなりました。 

 

平成２６年度（第 10 回）宿戸ウニ直売会の開催結果 

１ 日時 

  ５月３、４日 ９時～１５時（売り切れ次第終了） 

２ 場所 

  種市南漁協 宿戸地区荷さばき施設 

３ 売上高 

  １４,１２３千円（平成２５年度 １４,４６２千円） 

※６月開催の直売会を含めると最高額の売上となった（２１，４３８千円） 

  その他女性部によるウニ丼、いちご煮、研究会による焼き物を販売 

４ 来場者アンケート結果 

    ２６年度（5月 3 日）  ２５年度（5月 3,4 日） 

回答数 ５２ ６８ 

どこから来たか 町内   １ 

県内  １２ 

県外  ３９（うち八戸１７） 

町内   ６ 

県内  ２０ 

県外  ４２（うち八戸２２） 

何度目の来場か 初めて  １０ 

２回以上 ４２ 

初めて  ３６ 

２回以上 ３２ 

直売会を何で知っ

たか 

ポスター        ５ 

新聞         ２７ 

インターネット    １５ 

テレビ（ニュース）   ０ 

口コミ（家族・友人）  ０ 

その他        １０ 

ポスター        ６ 

新聞         ２１ 

インターネット     ９ 

テレビ（ニュース）  １１ 

口コミ（家族・友人）  ７ 

その他        １３ 

会場までの経路 わかりやすかった   ３６ 

わかりにくい     １０ 

わかりやすかった   ５０ 

わかりにくい     １１ 

 

５ その他（新規の直売会開催の動き） 

宿戸や久慈市二子の取り組みを見て、管内で新規の直売会開催の機運が高まっており、

今年度は２団体が開催予定（地域経営推進費「浜の産直開始支援事業」で支援）。 

 （１）久慈市漁協侍浜生産部 

侍浜海水プール開き（７月２０日）に殻付ウニ、天然ホヤ、浜料理等の販売 

 （２）種市南漁協中野実行部会 

    高家漁港でお盆前に殻付ウニ、天然ホヤの販売（２日間を予定） 

担当：水産部水産振興課 五十嵐和昭 

電話：0194-53-4985 内線 365 



報道機関懇談会資料（2014/7/3） 県北広域振興局 

懇談項目８ 
「親子で久慈港津波防災探検隊」の開催について 

 （土木部） 

 

  平成 26 年度「久慈みなと・さかなまつり（※久慈港：久慈市漁協周辺）」イベントにお

ける企画として、「親子で久慈港津波防災「親子で久慈港津波防災「親子で久慈港津波防災「親子で久慈港津波防災探検隊」探検隊」探検隊」探検隊」を開催します。 

 

１１１１    内内内内容容容容    

久慈港の防潮堤工事の説明防潮堤工事の説明防潮堤工事の説明防潮堤工事の説明や陸閘の操作体験陸閘の操作体験陸閘の操作体験陸閘の操作体験を通じて、「「「「津波防災施設の効果と限界津波防災施設の効果と限界津波防災施設の効果と限界津波防災施設の効果と限界」」」」に

ついて、津波防災教育津波防災教育津波防災教育津波防災教育を行うものです。 

 

２２２２    対対対対象象象象    

  主に小学生の子供を持つ親子を対象親子を対象親子を対象親子を対象とします（参加者は当日受付）。 

 

３３３３    開開開開催日時催日時催日時催日時    

  平成 26 年７月 27日（日） 第 1 回：11：00～11：30 、第 2 回：13：00～13：30 

  （場所：久慈市長内町 久慈港諏訪下地区 久慈市漁協周辺） 

 

４４４４    そそそその他の他の他の他    

  当日は「わんこきょうだい」「わんこきょうだい」「わんこきょうだい」「わんこきょうだい」着ぐるみにより、イベントを盛り上げます。 

  ※「そばっち」、「こくっち」及び「うにっち」の３体が登場します。 

 

---------------------------------------------------------------------------------- 

土木部では、東日本大震災以前から昨年度まで、小・中学生を主な対象として津波防災出

前講座（津波に対する基礎知識の講義）を実施してきました。 

しかし、震災以後の津波防災対策の方針震災以後の津波防災対策の方針震災以後の津波防災対策の方針震災以後の津波防災対策の方針（ハード整備の効果やその限界）等について、高

校生及び大人も含め、各年代への防災教育・啓発を行う必要各年代への防災教育・啓発を行う必要各年代への防災教育・啓発を行う必要各年代への防災教育・啓発を行う必要があると考えており、「県北広「県北広「県北広「県北広

域振興局土木部が行う久慈地域における津波防災教育・啓発プログラム域振興局土木部が行う久慈地域における津波防災教育・啓発プログラム域振興局土木部が行う久慈地域における津波防災教育・啓発プログラム域振興局土木部が行う久慈地域における津波防災教育・啓発プログラム（H26.1 月）」」」」を策

定し、今年度以降は、上記プログラムに基づき、以下の２テーマについて、重点的に教育・

啓発を行うものとしました。 

       重点テーマ①：津波防災施設の効果と限界重点テーマ①：津波防災施設の効果と限界重点テーマ①：津波防災施設の効果と限界重点テーマ①：津波防災施設の効果と限界    

                重点テーマ②：多重防災型まちづくり（ハード・ソフト対策の融合）重点テーマ②：多重防災型まちづくり（ハード・ソフト対策の融合）重点テーマ②：多重防災型まちづくり（ハード・ソフト対策の融合）重点テーマ②：多重防災型まちづくり（ハード・ソフト対策の融合）    

  プログラムの策定にあたっては、「ハード整備を担当する部局として実施すべき津波防災「ハード整備を担当する部局として実施すべき津波防災「ハード整備を担当する部局として実施すべき津波防災「ハード整備を担当する部局として実施すべき津波防災

教育は何か？」との視点教育は何か？」との視点教育は何か？」との視点教育は何か？」との視点で全国の津波防災教育先例のヒアリング調査や学識者への意見聴取

等を実施し、全国的にも先例が少ない「土木部局が行う津波防災教育のプログラム」の策全国的にも先例が少ない「土木部局が行う津波防災教育のプログラム」の策全国的にも先例が少ない「土木部局が行う津波防災教育のプログラム」の策全国的にも先例が少ない「土木部局が行う津波防災教育のプログラム」の策

定定定定に至りました。 

  各年代に行う津波防災教育各年代に行う津波防災教育各年代に行う津波防災教育各年代に行う津波防災教育は、以下の方法により実施します。は、以下の方法により実施します。は、以下の方法により実施します。は、以下の方法により実施します。    

   小学生：施設見学会、親子津波防災施設見学会親子津波防災施設見学会親子津波防災施設見学会親子津波防災施設見学会（重点テーマ①） 

   中学生：津波防災出前講座（重点テーマ①） 

   高校生：津波防災出前講座（重点テーマ②） 

   大 人：津波防災出前講座、親子津波防災施設見学会親子津波防災施設見学会親子津波防災施設見学会親子津波防災施設見学会（重点テーマ①及び②） 

 

今回の「親子で久慈港津波防災探検隊」「親子で久慈港津波防災探検隊」「親子で久慈港津波防災探検隊」「親子で久慈港津波防災探検隊」イベントは、上記の親子津波防災施設見学会に親子津波防災施設見学会に親子津波防災施設見学会に親子津波防災施設見学会に

該当該当該当該当するものです。 

担当：土木部河川港湾課 鎌田進 

電話：0194-53-4990    内線 264 



 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 



報道機関懇談会資料（2014/7/3） 県北広域振興局 

懇談項目９ 
平成平成平成平成 26262626 年度道の日イベント「年度道の日イベント「年度道の日イベント「年度道の日イベント「塩のみち～久慈市山形町平庭～塩のみち～久慈市山形町平庭～塩のみち～久慈市山形町平庭～塩のみち～久慈市山形町平庭～」の開催につ」の開催につ」の開催につ」の開催につ

いていていていて                                                                                                        （土木部） 

 

昭和 61 年、国土交通省は、国民に道路の意義・重要性について関心をもってもらうため 

８月 10 日を「道の日」と制定しました。以来、各地で様々なイベントが開催されております。 

県北広域振興局では、久慈・二戸地域の道交流を通じ、道路愛護精神の啓発を図るため「バ

ス＆ウォーキングツアー 『塩のみち～久慈市山形町平庭』」と題し、道の日のイベントを開

催します。 

 

平成平成平成平成 26262626 年度道の日イベント年度道の日イベント年度道の日イベント年度道の日イベント            

塩のみち～久慈市山形町平庭～塩のみち～久慈市山形町平庭～塩のみち～久慈市山形町平庭～塩のみち～久慈市山形町平庭～    

 

■主   催：県北広域振興局土木部・二戸土木センター 

■協   力：一戸山形線の歴史と景観を考える会 

■■■■開 催 日開 催 日開 催 日開 催 日 時時時時：平成：平成：平成：平成 26262626 年８月８日（金）年８月８日（金）年８月８日（金）年８月８日（金）    午前８時午前８時午前８時午前８時 00000000 分～午後４時分～午後４時分～午後４時分～午後４時 30303030 分分分分    

■開 催 場 所：久慈市山形町平庭付近 

■行   程：①久慈地区合同庁舎駐車場午前８時 30 分集合（バスで移動） 

               二戸地区合同庁舎駐車場午前８時 00 分集合（バスで移動） 

②平庭高原レストハウス千春（開会式） 

③塩の道（およそ 5.0km のウォーキング）白樺荘から旧馬場家跡 

④八幡神社および樹齢千年のけやきの木（見学） 

⑤平庭高原レストハウス千春（昼食＆久慈と二戸の交流の場） 

⑥午後３時帰路へ 

■参 加 人 数：約 80名・参加者無料・昼食各自持参 

■申込み締切：７月 31 日（木）までに下記の問い合わせ先へお申し込みください。 

■問い合わせ先：県北広域振興局土木部道路整備チーム  電話：0194-53-4990（内線 261） 

       〃 二戸土木センター道路環境チーム 電話：0195-23-9209（内線 303） 

 
 

 

担当：土木部道路整備課 乙部 智明 

電話：0194-53-4990 内線 261 



報道機関懇談会資料（2014/７/3） 県北広域振興局 

懇談項目 
「jjj！地きゅうり料理コンテスト」の開催について 

（農業改良普及室）  

 

久慈地域の伝統野菜、地きゅうりを活用した「jjj！地きゅうり料理コンテスト」を開催！ 

 

久慈地域産直連絡協議会（会長：洋野町大野農産物直売所ゆうきセンター 下川原重雄

氏）では、久慈地域で伝統的に栽培されている地きゅうりの認知度向上と、普及性のある

料理方法の提案のために、地きゅうりを活用した「地きゅうり料理コンテスト」を開催し

ています。 

７月の応募期間中に地きゅうりを活用した未発表の料理のレシピを募集し、１次審査（書

類審査）を通過した作品を８月２日に行う２次審査（実演審査）により最優秀賞を決定し

ます。 

 

つきましては、久慈地域の方が多数応募するよう、コンテストの開催について周知くだ

さるようお願いします。また、実演審査及び表彰式についても取材、報道くださるようお

願いします。 

 

１ 応募期間 応募開始 ～ 平成 26 年７月 22 日(火) 当日必着 

２ 審 査 （１）１次審査 ７月 23 日（水）（事務局による書類審査） 

（２）２次審査 ８月２日（土）10：00 ～ 13：30 

        県立久慈東高校家庭科調理室 

（委嘱した審査委員による実食審査） 

３ 表彰式  ８月２日（２次審査終了後、県立久慈東高校） 

４ 報償区分 最優秀賞１点 

優秀賞２点以内 

優良賞２点以内  

特別賞若干名（該当者がいる場合） 

５ 主 催  久慈地域産直連絡協議会 

       久慈地方農業農村活性化推進協議会 

       久慈農業改良普及センター 

 

 ※久慈地域産直連絡協議会は、久慈地域 4市町村の 14 産直で構成され、産直施設の連携を

通じて、情報交換や技術研鑽を図るため活動しています。 

 

 

                 

 

担当：久慈農業改良普及センター 中村 英明 

電話：0194-53-4989 内線 252 



    

 

 

 

＜目  的＞ 

久慈地域の地きゅうりを活用した「地きゅうり料理コンテスト」を開催し、優秀な作品を表彰すると

ともに、産直を通じて料理方法を消費者等に広く紹介するもの。 

 

＜応募資格＞ 

原則、久慈地域に在住する者（実演審査会場への交通費を自己負担できる者に限る） 

 

＜応募条件＞ 

久慈地域で生産された地きゅうりを用いた未発表の料理とする。 

分量は 4 人分、材料費は 2,000 円以内とし、調理の所要時間は 60 分以内とする。 

なお、実演に掛かる材料費は主催者で負担する。 

 

＜応募方法＞ 

応募用紙は本ポスターの掲載してある産直で入手できます。 

応募用紙に①料理名、②材料・分量、③材料費、④作り方、⑤調理所要時間、⑥住所・氏名・職業・

年齢・電話番号を明記の上、下記応募先まで郵送または直接応募して下さい。 

 

＜応募期限＞ 

平成 26 年７月 22 日（火）必着 

 

＜審査方法＞ 

書類審査を通過した５名程度による実演審査 

と き：平成 26 年８月２日（土）ＡＭ 10：00 ～ 

ところ：県立久慈東高校 家庭科調理室 （久慈市門前第 36 地割 10 番地） 

 

＜表    彰＞ 

最優秀賞   １名 

優秀賞   ２名以内 

優良賞      ２名以内 

入賞者には、賞状と副賞を授与します。 

 

＜その他＞ 

応募作品のレシピは久慈地方農業農村活性化推進協議会に属するものとし、地きゅうりの消費拡大を

図るための PR に活用します。 

 

＜応募先（お問い合わせ先）＞ 

久慈農業改良普及センター 農村活性化チーム 料理コンテスト担当 田口 

〒028-8042 久慈市八日町１－１  

TEL 0194-53-4989 FAX 0194-53-5009 E-mail ce0026@pref.iwate.jp 

jjj!!jjj!!jjj!!jjj!!地きゅうり料理コンテスト地きゅうり料理コンテスト地きゅうり料理コンテスト地きゅうり料理コンテスト 



報道機関懇談会資料（2014/7/3） 県北広域振興局 

懇談項目 
潜水漁業安全講習会の開催について（第１回） 

（水産部）  

  

県北地域はアワビ・ウニ漁業が主要な漁業であり、県内でも珍しい素潜り漁が盛んな地域

ですが、親潮の影響をうけ素潜り漁には過酷な環境にあるうえ、近年の高齢化の進行もあっ

て、毎年のように潜水事故が発生し、さらに先日のウニ漁での死亡事故が発生しました。 

そこで、漁業者の方に潜水漁業における危険性を再認識して頂くとともに、これから最盛

期を迎えるウニ漁の安全操業に資するため講習会を開催いたします。 

 

記 

 

１ 開催場所及び時間（どちらも同じ内容で行います） 

  第 1会場 日 時：平成 26年 7 月 7日（月） 13：00～14：30 

       場 所：ひろの水産会館 2 階研修室 

  第 2会場 日 時：平成 26年 7 月 7日（月） 15：00～16：30 

       場 所：宿戸農漁村センター 大会議室 

２ 内容 

  潜水インストラクターによる素潜り漁の事故事例と安全対策の講演 

  講師：㈱エコニクス 取締役 上田重貴 

 

３ 参集範囲 

  洋野町管内の漁協役職員、漁業者、洋野町、県漁連 

 

４ 参考 

・当講習会は平成２６年度地域経営推進費「潜水漁業事故防止対策事業」で実施するもの。 

・洋野町と同様にウニ素潜り漁を実施する久慈市では７月中旬に開催予定。 

・水温、気温が低い条件で操業するアワビ漁の前にもあらためて講習会を開催する予定。 

 

 

 

 

担当：水産部水産振興課 五十嵐和昭 

電話：0194-53-4985 内線 365 



日 曜 行　　　　　事 時間 県出席者 担当課等
連絡先
（0194）

3 木 【定例】市日（毎月３と８のつく日） 久慈市 市日通り 市商工観光課 52-2111

市いきいきシニアスポーツ大会 10:00～ 久慈市 久慈総合運動場 ◎ 市社会福祉課 52-2119

第２回　田んぼ体験 9：30～10：15 野田村 野田小学校付近水田 村産業振興課 78-2926

5 土
町B&G海洋センター落成式・海洋体験交流
会

11：15～ 洋野町 町種市B&G海洋センター
町教育委員会生涯
学習課

65-5929

7 月 荒海団結団式 14：00～15：00 野田村 野田港 村産業振興課 78-2926

8 火 【定例】市日（毎月３と８のつく日） 久慈市 市日通り 市商工観光課 52-2111

【定例】市日（毎月３と８のつく日） 久慈市 市日通り 市商工観光課 52-2111

舟渡海水浴場海開き 久慈市 舟渡海水浴場 市商工観光課 52-2111

18 金 【定例】市日（毎月３と８のつく日） 久慈市 市日通り 市商工観光課 52-2111

【定例】二子朝市（５月～12月の第３日曜
日）

久慈市 久慈市漁協二子出張所
久慈市漁協大尻支
所

53-5280

【定例】平庭市（６月～10月の第１・３日曜
日）

久慈市
平庭高原地場産品直売
所

市産業建設課 72-2111

【定例】べっぴんまつり産直市（毎月第３日
曜日）※要問合せ

久慈市
新山根温泉べっぴんの
湯

新山根温泉べっぴ
んの湯

57-2222

侍浜岩場海水プール開き 久慈市 侍浜岩場海水プール 市商工観光課 52-2111

アーティスト紹介コンサート
カンタービレ・デラ・スペランツァ

14:00～ 久慈市 アンバーホール 市社会文化課 52-2700

たねいちウニまつり 9：20～15：00 洋野町 種市海浜公園 ◎○
ひろのイベント事業
実行委員会事務局

65-5916

海洋スポーツ普及祭 9：45～ 洋野町 町種市B&G海洋センター
町教育委員会生涯
学習課

65-5929

23 水 【定例】市日（毎月３と８のつく日） 久慈市 市日通り 市商工観光課 52-2111

26 土 まちなかフェスタinおおの 13：00～ 洋野町
大野ふるさと物産館前
広場

がんばる大野研究
会事務局

77-2546

久慈みなと・夏まつり 久慈市 久慈海岸
久慈みなと・夏まつり
実行委員会事務局
（市商工観光課内）

52-2111

久慈みなと・さかなまつり 10:00～ 久慈市 久慈市漁協第２魚市場 ◎○ 市商工観光課 72-2111

ひろのUNIカップビーチバレーフェスタ2014 8：30～ 洋野町 種市海浜公園
ひろのＵＮＩカップ
ビーチバレーフェス
タ事務局

019-
614-
3830

シーサイド花火大会 19：30～ 洋野町 種市海浜公園 町水産商工課 65-5916

28 月 【定例】市日（毎月３と８のつく日） 久慈市 市日通り 市商工観光課 52-2111

31 木 大神宮胎内くぐり 久慈市 久慈大神宮 久慈大神宮 52-0648

８月上旬８月上旬８月上旬８月上旬

日 曜 行　　　　　事 時間 県出席者 担当課等
連絡先
（0194）

【定例】市日（毎月３と８のつく日） 久慈市 市日通り 市商工観光課 52-2111

【定例】くるま市（４月～12月の第１日曜日） 久慈市 桂の水車広場
山根六郷研究会事
務局（久慈ステー
ションホテル内）

53-5281

【定例】平庭市（６月～10月の第１・３日曜
日）

久慈市
平庭高原地場産品直売
所

市産業建設課 72-2111

第１１回北緯40度普代浜ビーチバレーボー
ル大会

普代村 普代浜 村商工観光対策室 35-2115

北限の海女フェスティバル 久慈市 小袖海女センター

北限の海女フェス
ティバル実行委員
会事務局（市商工
観光課内）

52-2111

種市夏まつり 洋野町 種市駅前広場など 町水産商工課 65-5916

6 水 ヤマセあきんど祭り 久慈市 中心市街地 久慈商工会議所 52-1000

8 金 【定例】市日（毎月３と８のつく日） 久慈市 市日通り 市商工観光課 52-2111

◎局長出席　　　☆技監（保健所長）出席　　○部・室長等出席

日

3 日

27 日

場所

4 金

平成26年７月平成26年７月平成26年７月平成26年７月 行  事  予  定  表行  事  予  定  表行  事  予  定  表行  事  予  定  表

場所

13 日

20












